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 令和元年５月２０日、全国で１６件の日本遺産が登録されました。
その中で、和歌山県が含まれる西国三十三所が、「１３００年つづ
く日本の終活の旅 ～西国三十三所観音巡礼～」として登録されま
した。西国三十三所とは、近畿２府４県と岐阜県に点在している三
十三か所の観音を巡礼する霊場のことです。 

 そこで、西国三十三所が認定されたストーリーを調べてみると、
「究極の終活とは、ただ死に向かって人生の整理をすることではな
い。人生を通して、いかに充実した心の生活を送れるかを考えるこ
とが、日本人にとっての究極の終活である。そして、それを達成で
きるのが西国三十三所観音巡礼である。(抜粋)」となっていました。 

 今回、日本遺産となった西国三十三所の構成文化財として、県内
には一番札所・那智勝浦町「青岸渡寺」の如意輪観音をはじめ、二
番札所・和歌山市「金剛宝寺（紀三井寺）」の十一面観音、三番札
所・紀の川市「粉河寺」の千手観音があります。 

 また、紀三井寺は、平成２９年４月に日本遺産に登録された「絶
景の宝庫 和歌の浦」の構成文化財ともなっているので、今回が２
度目となります。これは、和歌山市民として、大変喜ばしいことで
すね。 
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